
このまちの１００年

「西宮」

上空からみた西宮エリア

ウォーターシュートの遊具などで有名だった、香櫨園遊園地

甲山南麓に開発された、甲陽園。『東洋一の大公
園』と銘打った 大正13年、阪神甲子園球場が開場となり、甲子園駅（奥の

高架上）も開設された

日本初の二層式スタンドを有する全面天然芝の野球場であっ
た、阪急西宮球場

『西の帝国ホテル』と呼ばれた、甲子園ホテル

西宮市役所付近の様子

江戸時代に酒造で栄えた西宮。明治期には実業家、要人などが別邸を構えるように。鉄道網が整備
されるとともに、観光地、住宅地としての開発も進み、『阪神間モダニズム』と呼ばれる都市文化も花
開きました。
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